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knowledge and power, and the representation of
the modern identity of Korean Buddhism. During
the colonial period, most Buddhist intellectuals
were involved with the Buddhist journals as
editors or contributors. Therefore, it was
significant to examine the new production of
knowledge and the emergence of Buddhist elites
through the Buddhist journals. In addition, it
focused on Japanese Buddhist publication of the
vernacular journal, Tongyang kyobo, which was
published by Jōdoshū 浄土宗 , the Japanese
Buddhist missionaries’strategies of prosely-
tization in Korea, and the relation between know-
ledge which was constructed and spread by the
vernacular Buddhist journals and modernity of
Korean Buddhism. After encountering Japanese
Buddhism, Korean Buddhism entered the modern
era and attempted to find its new modern
identity. Modern Korean Buddhism had a
complicated relationship with Japanese Buddhist
missionaries. I concluded that the first Buddhist
journal Tongyang kyobo reflected the discourse of
the Buddhist communities and also showed that
Japanese Buddhist missionaries used language to
promulgate their beliefs.
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表 紙 写 真 資 料 解 説

横長の『朝鮮神宮全景図』（辻子実コレクション）に年
紀はないが、左下隅に書かれた「朝鮮神宮略記」の記事の
末尾に「大正十四年十月御造営を竣へ同月十五日勅使御差
遣の上極めて荘厳に鎮座祭を執り行はせられたり」とあり、
大正十五年の朝鮮神宮の様相が描かれているものと判断さ
れる。画面右下方の長大な石段は 384段からなる大石段。
左上方には、拝殿および瑞垣で囲まれた本殿からなる社殿
群。当時の朝鮮神宮の様相が詳細に描かれている。
一方、現状写真（稲宮康人撮影）は当時の拝殿前あたり

から本殿方向を写したもの。池の手前から後方の山の頂
（テレビ塔）に向かう軸線上に本殿があったと思われる。
その軸線は現在も生きている。
この絵図や写真は、「海外神社（跡地）に関するデータ
ベース」（http://www.himoji.jp/himoji/database/db04/）
で公開している。同データベースは、3月に発足した海外
神社研究会の協力によって拡充を図っており、内容的にも
さらに充実させていくつもりである。
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中国広東省の水上居民を訪ねて

2009年度は１名の学生を海外提携機関に派遣しました。

漁業や水運業を営みながら船で暮らす人々は、多くSea
Nomads、漂海民、水上居民、水上生活者などと呼ば
れる。中国において、こうした人々の居住地域は福建・
広東・広西の海や河川に最も集中している。彼らは、歴
史上「蜑民」・「 民」・「 戸」などと称され、一般的に
陸地に定住する人々からの差別と排除を経験してきた。
また、その起源が少数民族とされるなど、中国社会にお
ける多数派の漢民族とは異質の存在として位置づけられ
ることも多かった。しかし、1950年代に全国各地でお
こなわれた民族識別工作で各地の蜑民は漢民族と認定さ
れ、その呼称も水上居民へと改められた。これまで、水
上居民と呼ばれる人々に関する研究は、主に香港や広東
省を中心とする広東研究の中でおこなわれてきた。
2007年から、福建省南部を流れる九龍江で漁業や水上
運搬業に従事しながら、長らく船上生活をつづけてきた
「連家船漁民」と呼ばれる人々の生活を研究しはじめた
私にとって、水上居民研究の本場ともいえる広東省へ赴
き、彼らの暮らしぶりを肌で感じたいというのが、いつ
しか大きな望みとなっていた。
そんな中、2010年 2月 27日から 3月 18日までの日
程で、派遣研究員として広東省中山大学の非物質文化遺
産研究中心を訪れることができるという幸運に恵まれた。
この滞在中、私は広東省に暮らす水上居民の歴史と現在
の生活について把握することを研究課題とした。中山大
学は、その前身であった嶺南大学時代から、珠江流域で
生活する水上居民に関する研究に力を入れており、成果
論文も多いため、滞在期間の大部分は大学での資料収集
に充てられた。しかし後半の 4日間は、劉暁春教授の

紹介で、中山大学のある広州市から 300kmほど離れた
汕尾市の漁村、Y新村を訪れることができた。
Y新村の眼前に広がる汕尾港は、中国の「全国六大

特等漁港」にも数えられ、漁業や海運のさかんな港湾で
ある。大小さまざまな漁船が並び、船に住む人こそみら
れないものの、出港前に船首で「船頭公」という神明に
線香と紙銭を捧げ、豊漁と安全を願う夫婦の姿などをう
かがうことができた。私はここで初めて、汕尾港に船を
停泊させる人々が、「浅海漁民」・「紅衛漁民」・「 船漁
民」と呼ばれる 3つのタイプに分けられることを知った。
浅海漁民とは、以前から陸上に家を所有し、浅い海域
で漁をおこなった人々を指している。彼らは、漁業のか
たわら、農業をおこなうこともあったようである。紅衛
漁民と 船漁民はいずれも、かつては陸上に土地や住居
を所有せず、船で暮らしながら漁をおこなう水上居民で
あった。紅衛漁民とは、日中戦争前後に、珠江デルタ周
辺や広西チワン族自治区から汕尾新港へ移動してきて、
水深の深い海域で漁をした人々を指す。福建省南部と並
ぶ閩南方言圏の汕尾にあって、紅衛漁民同士は現在でも
日常的に、出身地域の方言である広東語を話すという。
船漁民とは、清の乾隆年間に汕尾の諸地域や隣の恵州
から汕尾港へ移動し、中海と呼ばれる海域で漁をおこ
なった人々のことである。彼らは日常的に閩南方言を話
し、中海と呼ばれる海域で漁をして汕尾へ帰港するとい
う船上生活をつづけていた。この 船漁民の人々が
1950年代になって手に入れた定住拠点が、現在の Y新
村である。
Y新村の人々は、日本から訪れた突然の来客をとて
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